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要　　旨
　本研究の目的は，就労者における仕事と家族介護の両立の現状と今後の方向性を明らかにすることを目的とす
る．医学中央雑誌 web 版と cinii からこの 10 年間の仕事と家族介護の両立に関連する研究を検索し，文献 27 件
を分析対象とした．その結果，実態調査報告は，25 件で〈仕事と家族介護の両立が困難である要因〉〈仕事と家
族介護を両立するための支援の方法〉〈就労者の仕事と家族介護の両立可能な要因〉〈就労者個人にとっての仕事
と家族介護の両立させることの意味〉の 4 つに分類され，取組支援は 2 件で，効果的支援の報告であった．仕事
と家族介護の両立支援の今後の方向性としては，就労を前提とした家族の介護の個々の状態に合わせて実態に即
した介護サービスの充実と就労者自身が仕事と家族介護を両立することが自分自身にとってどのような意味を
持っているのかを見出し，自己成長できるようにヘルスプロモーションの視点に立脚した支援をしていくことで
ある．しかしながら，仕事と家族介護の両立に関する研究は未だ少なく，今後さらにこの領域の知見を深める必
要がある．
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Ⅰ　はじめに
　現在の日本では，少子高齢化が世界に類を見ない速度で
進んでおり，介護を必要とする者が増加し，それに反して
支える側の生産年齢人口は減少している（総務省，2013a，
2013b）．また，女性の社会進出や共働き世帯が増加し，
一方で未婚者も増加していることから，働きながら家族の
介護をしていかねばならない社会の到来が予測されてい
る（国立社会保障・人口問題研究所，2013：厚生労働省，
2013a：内閣府，2014）．
　この現状に対して，2014 年に労働者の職業生活と家
庭生活との両立を図る育児・介護休業法（厚生労働省，
2014c）が，また 2014 年には地域包括ケアシステムと高齢
者の介護を社会全体で支えあう仕組みとして介護保険法が
改定された．
　しかし，このような法的整備がなされても，未だに家族
介護を理由に離職する人が約 48 万人も存在している（総
務省，2013a）．これは，仕事と家族介護を両立することの
困難さを示しているものと思われる．
　一方，企業側でも，労働力確保のために働き方の検討が
行われ（内閣府，2013），厚生労働省（2013b，2014a）では
仕事と家族介護の両立支援取り組みモデルを提示している．
　しかし，家族介護のための離職者が多い現状を鑑みる
と，このモデルも現実には有効に機能していないものと考
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えられる．また，仕事と家族介護を両立させるためには，
働き方だけではなく，その他の要因が関連していると考え
られる．
　仕事をしながら家族介護を両立していくとはどのような
ことなのか，仕事と家族介護を両立させるための要因を明
確にしたいと考えた．そこで，本研究では，就労者におけ
る仕事と家族介護の両立の現状を明らかにし，仕事と家族
介護の両立支援についての今後の方向性の示唆を得ること
を目的に，仕事と家族介護の両立に関連する文献検討を
行ったので報告する．
　
Ⅱ　研究目的
　家族介護をしている就労者は，日本の法整備や企業の両
立支援制度などの社会的支援を受けながらも離職せざるを
得ない状況にある．本研究の目的は，家族介護を行ってい
る就労者の仕事と家族介護の両立の現状を明らかにし，仕
事と家族介護の両立の支援について今後の方向性の示唆を
得ることである．
　
Ⅲ　研究方法
1 ．文献検索方法
　日本における家族介護をしている就労者に関する研究
を検討するため，データベースは医中誌 web（ver．5）と
Cinii を使用した．検索期間は，仕事と家庭の両立を提唱
したワーク・ライフ・バランスが「仕事と生活の調和推進
官民トップ会議」によって策定された 2007 年を含む過去
10 年間（2004 年 4 月〜 2014 年 3 月）とし，抄録がある原
著論文とした．キーワードは，仕事や家族介護に関する
適切な用語はないことから，関連用語として，「家族介護
者・仕事と介護の両立・仕事」で検索した．
2 ．文献検討の方法
　就労者における仕事と家族介護の両立に関する研究は 6
件のみであった．そのため，仕事と家族介護の両立に関す
ることが研究目的ではないが，家族介護者についての研究
のうち，家族介護者の仕事に関する記載がある文献を追加
し，27 件の文献を検討した．
　文献検討の方法は，まず対象となる論文を精読し，研究
題名，研究目的，研究対象者，方法，結果，考察に整理し
た．そこから主題を明らかにし，仕事と家族介護の両立の
現状について，類似性でカテゴリー化を行った．
Ⅳ　結　果
　27 文献の内容を検討した結果，1）仕事と家族介護の両
立に関連した実態調査報告，2）仕事と家族介護の両立へ
の支援取組報告の 2 群に分類された．（表 1）
　以下にその詳細について述べる．
　
1 ． 仕事と家族介護の両立に関連した実態調査報告
（以下実態調査報告）
　実態調査報告は 25 件であった．文献は，男性の家族介
護者を対象にしたものや，農村の女性に焦点を当てたもの
などその対象は様々であった．文献を精読し抽出した主
題から，〈仕事と家族介護の両立が困難である要因〉〈仕事
と家族介護を両立するための支援の方法〉〈就労者の仕事
と家族介護の両立可能な要因〉〈就労者個人にとっての仕
事と家族介護の両立させることの意味〉の 4 つに分類され
た．
1 ）仕事と家族介護の両立が困難である要因
　仕事と家族介護の両立が困難にさせている要因を明らか
にすることについて述べられていた文献は 11 件であり，
以下の 5 つの要因に分類された．
①【家族介護による仕事への影響】
　両立を妨げている要因として，家族介護による仕事への
影響が抽出できた．坂本ら（2010）は，終末期にある家族
を在宅で介護する家族の問題について 8 つのカテゴリーで
整理し，その中のひとつに仕事と介護の両立の難しさをあ
げている．また，中垣（2010）は，看護職の発達に影響を
与える体験を明らかにする研究の中で，仕事と育児や介護
が葛藤することを述べている．
②【両立支援制度の非有効性】
　仕事と家族介護を両立させるための両立支援制度は，効
果的でないことが指摘されていた．池田（2010）は，連続
休暇が必要となった労働者ほど仕事を辞める確率が高くな
ることから，介護休業制度が効果的に運用されておらず，
介護休業とは別の支援が必要であることを述べている．斎
藤（2011）は，両立支援制度を利用し働き方の工夫をして
も経済的不安が残ることを報告している．
③【介護と仕事のバランス】
　石井ら（2011）は，終末期がん患者の在宅療養において
家族介護者が体験した困難を明らかにした研究の中で，介
護と仕事のバランスがとれず仕事を犠牲にせざるを得ない
ことを述べている．
④【時間の確保の困難さ】
　前久保ら（2005）は，家族介護者が仕事を休まざるを得
ないこと，介護者自身の体の不調，介護者が自分自身の時
間が取れないことに対して，看護介入の優先度が高いこと
を明らかにした．家族介護者は介護により自分の時間の確
保が難しいことが伺われる．美ノ谷ら（2005）も，壮年期
にあたる 50 歳代の家族介護者はより軽い介護役割でない
と仕事との両立が困難であることを示唆している．
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⑤【代替介護者の不在】
　家族介護において，介護を代替してくれる者がいないこ
とも仕事との両立を妨げていた．久保川ら（2010）は，未
婚の介護者の，社会資源を活用しながらも長期間一人で介
護している現状を明らかにしている．その中で，正規雇
用の労働者は，要介護者の状態変化によって介護と労働
の均衡が容易に崩れることを指摘している．また，鈴木
（2013）は男性介護者の実態調査の中で，男性が介護のた
め中途退職をせざるを得ない実態を報告している．
　松本ら（2012）は，就労する介護者は，要介護者への労
りや使命感から他には頼れず限界までストレスを抱えてし
まうことを報告している．
2 ）仕事と家族介護を両立するための支援の方法
　仕事と家族介護を両立するための支援の方法に関する文
献は 4 件であり，2 つに分類された．
①【仕事と介護の両立支援の仕組みづくり】
　就労者が仕事と介護を両立していくためには，社会の支
援が欠かせない．濱島ら（2008）は，就労している家族介
護者の介護負担感の研究で，家族援助や介護休業以外の支
援，仕事時間にあわせた介護サービスの提供の必要性を指
摘している．的場（2013）も，両立支援における企業の役
割として，従業員の介護の実態の把握，相談体制の充実，
制度の周知等を図ることの重要性を指摘している．
②【家族の協力】
　社会の支援以外にも家族の協力は欠かせない．的場
（2012）は，家族介護の体験者の中で，配偶者のいる正社
員を対象にした調査を行った結果，就労の有無にかかわら
ず家族が協力して介護を行っていく必要性を述べている．
③【専門職の精神的サポート】
　小松ら（2011）は，男性介護者は家族介護を仕事と同
様，責任感と義務感を持って取り組んでおり，また家族介
護にストレスに感じていることを明らかにし，訪問看護師
が精神的支えとなっていることを報告している．
3 ）就労者の仕事と家族介護の両立可能な要因
　就労者が，仕事と家族介護を両立することが可能となる
要因に関する文献は 6 件であり，4 つに分類された．
①【複数の要因の複合的影響】
　就労者が仕事と家族介護を両立することを可能にさせ
ている要因は，複数の要因が複合的に影響していた．山
口（2004）は介護者の就労継続に対する影響を明らかに
し，ジェンダー，ADL 援助数，主介護者であるか否か，
学歴，就業状況などが複合的に影響していると述べてい
た．また，越智ら（2011）は，仕事と介護の両立の強みと
して，仕事をすることで気分転換を図り社会との接点をも
つこと，介護と仕事の両立によりやりがいや自信を見出す
こと，介護の経験や被介護者から生き方を学ぶことができ
ること，家族が介護をきっかけに凝集性が強くなることを
挙げ，社会との接点や介護のやりがいなどの要因が，両立
に関連していることを明らかにしている．
②【介護者の時間のやりくりの自由裁量があること】
　仕事と家族介護の両立の困難な要因に【時間の確保の困
難さ】が抽出されたが，同様に，両立を可能にさせる要因
として介護者の時間のやりくりが自由にできることが挙げ
られた．山田ら（2010）は，時間のやりくりで仕事と介
護を継続させることができることを述べており，長沼ら
（2011）は，睡眠時間の確保の必要性を述べている．
③【介護者の健康状態が良好であること】
　芝山（2006）は，介護と農業を継続する農村女性介護者
を，エスノグラフィを用いて描き出し，介護者の健康状態
に留意することの必要性を示唆している．
④【実態に即した仕事と家族介護の両立支援】
　斎藤ら（2013）は，仕事と家族介護の両立を実現可能に
する要因を，企業側の問題から明らかにし，介護ニーズが
人的関係や介護方法によって多様であるため，両立制度も
介護休業だけではなく，多様な選択肢が必要であり，柔軟
な運用の必要性を述べている．
4 ）就労者個人にとっての仕事と家族介護の両立させる
ことの意味
　就労者個人にとっての仕事と家族介護の両立させること
の意味に関する文献は 4 件であり，3 つに分類された．こ
れらの研究は，ある特定の対象者に焦点を当て質的記述的
に探求されており，その結果もさまざまであった．
①【介護の張り合い】
　芝山（2008）は，過疎農村地域で農業に従事する女性介
護者について，農業が介護者にとって張り合いとなり，介
護意欲になっていることを描き出している．
②【介護者の人生の一部】
　仕事と家族介護の両立は困難であるものの，介護者はそ
れを人生の一部として受け入れ両立させていることが明ら
かとなった．
　大宮は（2012）は，家族介護者の介護認識変容プロセス
を明らかにした．介護への戸惑いや混乱，しんどさを経
て，介護から離れる時間を確保して社会活動へ参加を再開
し，介護と生活のバランスを獲得していく過程を明らかに
している．久保川ら（2013）は，ひとりで老親を介護する
介護者が，介護を「毎日の積み重ね」と捉え，介護者の人
生の一部として意味づけて，仕事と介護を両立させている
ことを述べている．
③【自己成長】
　中村ら（2011）は，男性介護者は介護の苦悩がありながら
自らの人生・生活を主体的に選択し，新たな知識の習得や介
護経験を通じ自己成長につなげていることを明らかにした．
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仕
事
》
の
領
域
に
分
類
看
護
職
の
発
達
に
影
響
を
与
え
る
体
験
は
，《
仕
事
》
領
域
が
半
数
で
，《
個
人
》
や
《
家
族
》
領
域
に
お
い
て
も
仕
事
と
関
連
し
た
も
の
が
多
く
語
ら
れ
た
．
体
験
の
時
期
は
《
仕
事
》
領
域
の
体
験
で
は
内
容
に
よ
り
予
測
可
能
な
体
験
が
多
く
，
《
家
族
》
領
域
の
子
育
て
や
介
護
と
の
葛
藤
な
ど
は
，
ど
の
年
代
で
も
体
験
さ
れ
て
い
た
．
ま
た
体
験
は
有
職
者
に
共
通
す
る
子
育
て
や
介
護
と
の
両
立
な
ど
の
内
容
と
，
看
護
職
に
特
徴
的
な
准
看
護
師
と
看
護
師
の
責
任
や
仕
事
内
容
の
違
い
や
，
大
学
卒
の
増
加
な
ど
看
護
基
礎
教
育
課
程
の
違
い
な
ど
の
内
容
が
あ
っ
た
．
有
職
女
性
の
共
通
の
体
験
と
看
護
現
場
の
複
雑
な
状
況
に
よ
る
体
験
が
，
女
性
看
護
師
の
生
涯
発
達
に
影
響
し
て
い
た
．
20
12
女
性
か
ら
見
た
家
族
介
護
の
実
態
と
介
護
負
担
	
（
特
集
	『
第
4
回
全
国
家
庭
動
向
調
査
（
20
08
年
）』
の
個
票
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
実
証
研
究
（
そ
の
3）
）
小
山
	泰
代
家
族
介
護
者
と
し
て
の
女
性
を
中
心
に
最
近
の
家
族
介
護
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
女
性
の
家
族
介
護
の
実
態
の
一
面
と
し
て
離
職
を
含
め
た
就
労
と
介
護
の
関
係
世
代
間
の
介
護
負
担
の
定
量
的
把
握
を
試
み
る
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
20
08
年
第
4
回
全
国
家
庭
動
向
調
査
の
個
票
デ
ー
タ
の
結
婚
経
験
の
あ
る
女
性
女
性
の
介
護
実
態
：
多
変
量
解
析
介
護
と
離
職
：
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
解
析 介
護
負
担
：
定
量
的
把
握
家
族
介
護
の
様
態
は
，
結
婚
経
験
の
あ
る
女
性
に
お
い
て
は
1-
2%
同
居
の
親
に
は
介
護
が
必
要
で
，
2-
8%
は
別
居
の
親
に
介
護
が
必
要
で
あ
る
．
介
護
と
離
職
で
は
，
仕
事
の
継
続
を
支
え
る
主
な
要
因
は
，
自
営
業
で
あ
る
，
自
分
の
親
の
介
護
経
験
が
あ
る
．
逆
に
離
職
を
促
す
要
因
は
年
齢
が
高
い
，
子
供
の
介
護
経
験
が
あ
る
．
介
護
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
上
で
は
，
意
識
や
考
え
方
よ
り
も
現
実
的
な
環
境
の
影
響
が
大
き
い
．
職
場
環
境
の
整
備
，
介
護
者
本
人
へ
の
家
族
や
社
会
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
．
両
立
支
援
制
度
の
非
有
効
性
20
10
介
護
期
の
退
職
と
介
護
休
業
--
連
続
休
暇
の
必
要
性
と
退
職
の
規
定
要
因
池
田
	心
豪
介
護
休
業
制
度
が
想
定
す
る
よ
う
な
連
続
し
た
期
間
の
休
み
の
必
要
か
ら
介
護
期
の
労
働
者
は
勤
務
先
を
退
職
し
て
い
る
の
か
，
そ
れ
と
も
連
続
休
暇
と
は
別
の
要
因
で
退
職
し
て
い
る
の
か
を
分
析
し
，
介
護
期
の
労
働
者
の
実
態
に
即
し
た
就
業
継
続
支
援
の
課
題
を
検
討
す
る
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
20
06
年
の
「
仕
事
と
介
護
の
に
関
す
る
調
査
」
の
デ
ー
タ
分
析
デ
ー
タ
分
析
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
・
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
介
護
の
た
め
の
連
続
休
暇
の
必
要
性
が
生
じ
た
労
働
者
ほ
ど
非
就
業
に
な
る
確
率
が
高
い
．
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
連
続
休
暇
の
必
要
性
を
低
下
さ
せ
，
非
就
業
に
な
る
確
率
を
低
く
す
る
効
果
が
あ
る
．
連
続
休
暇
の
必
要
性
に
関
わ
ら
ず
，
要
介
護
者
に
重
度
の
認
知
症
が
あ
る
場
合
や
同
居
家
族
の
介
護
の
介
護
援
助
が
な
い
場
合
に
は
非
就
業
に
な
る
確
率
が
高
い
．
主
介
護
者
と
な
る
可
能
性
が
高
く
，
仕
事
の
負
担
も
重
い
と
予
想
さ
れ
る
正
規
雇
用
の
女
性
は
，
連
続
休
暇
の
必
要
性
に
か
か
わ
ら
ず
，
介
護
開
始
時
の
勤
務
先
を
退
職
し
て
別
の
勤
務
先
に
移
る
確
率
が
高
い
．
以
上
よ
り
，
介
護
期
の
就
業
継
続
が
可
能
に
な
る
た
め
に
，
介
護
休
業
制
度
を
効
果
的
に
運
用
す
る
と
と
も
に
，
介
護
休
業
と
は
別
の
支
援
と
し
て
，
認
知
症
介
護
に
対
す
る
社
会
的
支
援
や
介
護
期
の
勤
務
時
間
短
縮
な
ど
の
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
．
20
11
男
性
介
護
者
の
介
護
実
態
と
支
援
の
課
題
	：
	男
性
介
護
ネ
ッ
ト
第
1
回
会
員
調
査
か
ら
斎
藤
	真
緒
男
性
介
護
者
の
介
護
実
態
と
支
援
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
男
性
介
護
ネ
ッ
ト
の
会
会
員
53
4
名
の
う
ち
14
0
通
回
収
介
護
当
事
者
・
介
護
者
O
B
，
支
援
者
「
介
護
当
事
者
調
査
」
「
O
B
/
支
援
差
調
査
」
を
配
布
介
護
者
の
健
康
状
態
は
6
割
が
何
ら
か
の
不
調
を
訴
え
て
い
る
．
在
宅
介
護
の
困
難
さ
に
つ
い
て
は
，
長
時
間
介
護
，
料
理
や
排
せ
つ
介
助
が
あ
り
，
要
介
護
者
と
の
意
思
疎
通
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る
．
施
設
入
所
は
要
介
護
者
と
介
護
者
に
と
っ
て
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
多
く
，
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
専
門
職
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
家
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
が
，
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
介
護
が
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
も
生
じ
て
い
る
．
介
護
と
仕
事
の
両
立
に
関
し
て
は
，
両
立
支
援
制
度
の
利
用
が
あ
る
が
，
働
き
方
の
工
夫
を
し
て
も
常
に
経
済
的
不
安
が
伴
っ
て
い
る
．
中
小
企
業
の
た
め
制
度
が
な
い
，
非
正
規
の
た
め
制
度
が
使
え
な
い
，
制
度
は
あ
る
が
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
．
家
族
が
働
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
設
計
が
必
要
で
あ
る
．
介
護
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
20
11
遺
族
，
在
宅
医
療
・
福
祉
関
係
者
か
ら
み
た
，
終
末
期
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
に
お
い
て
家
族
介
護
者
が
体
験
す
る
困
難
に
関
す
る
研
究
石
井
	容
子
宮
下
	光
令
佐
藤
	一
樹
小
澤
	竹
俊
遺
族
，
在
宅
医
療
・
福
祉
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
り
，
終
末
期
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
に
お
い
て
家
族
介
護
者
が
体
験
し
た
困
難
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
在
宅
ケ
ア
を
受
け
て
い
た
終
末
期
が
ん
患
者
の
遺
族
と
在
宅
医
療
・
福
祉
関
係
者
12
名
半
構
造
化
面
接
内
容
分
析
手
法
終
末
期
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
に
お
い
て
家
族
介
護
者
が
体
験
す
る
困
難
は
2
つ
の
側
面
か
ら
成
り
立
ち
，
15
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
整
理
さ
れ
た
．〈
患
者
と
家
族
介
護
者
と
の
関
わ
り
の
側
面
〉
と
し
て
【
患
者
の
身
体
症
状
や
苦
痛
に
十
分
に
対
応
が
で
き
な
い
】，
【
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
を
感
じ
る
】，
【
介
護
の
生
活
で
の
苦
労
が
大
き
い
】，
【
介
護
に
関
す
る
心
理
的
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
】，
【
介
護
に
関
す
る
身
体
的
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
】，
【
介
護
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
ず
仕
事
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
】，
【
介
護
者
と
親
族
の
関
係
に
不
調
和
が
生
じ
る
】
の
7
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
，〈
在
宅
医
療
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
側
面
〉
と
し
て
【
安
心
し
た
療
養
生
活
を
開
始
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
】，
【
病
院
の
医
師
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
な
い
】，
【
往
診
医
と
の
良
好
な
関
係
が
築
か
れ
な
い
】，
【
往
診
医
の
不
十
分
な
対
応
か
ら
安
心
し
た
療
養
生
活
が
送
れ
な
い
】，
【
訪
問
看
護
師
と
の
良
好
な
関
係
が
築
か
れ
な
い
】，
【
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
療
養
生
活
に
不
満
や
戸
惑
い
を
抱
く
】，
【
不
十
分
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
か
ら
望
ま
し
い
療
養
生
活
が
送
れ
な
い
】，
【
看
取
り
後
の
葬
儀
に
つ
い
て
予
期
的
に
不
安
を
抱
く
】
の
8
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
抽
出
さ
れ
た
．
こ
の
結
果
を
も
と
に
，
在
宅
医
療
・
福
祉
関
係
者
が
終
末
期
が
ん
患
者
の
家
族
介
護
者
へ
の
必
要
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
際
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
．
緊
急
時
の
対
応
へ
の
体
制
は
必
要
で
あ
る
．
表
1　
対
象
文
献
の
一
覧
－40－ －41－
就労者における仕事と家族介護の両立の現状と今後の方向性に関する文献研究（渡部／荻野）
内
容
カ
テ
ゴ
リ
ー
主
題
年
代
題
名
著
者
研
究
目
的
研
究
対
象
者
方
法
結
果
・
考
察
仕
事
と
家
族
介
護
に
関
連
し
た
実
態
調
査
報
告
仕
事
と
家
族
介
護
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
要
因
時
間
の
確
保
の
困
難
さ
20
05
要
介
護
高
齢
者
の
介
護
が
家
族
機
能
に
お
よ
ぼ
す
影
響
（
第
1
報
）
前
久
保
	恵
岡
本
	絹
子
橋
本
	眞
紀
要
介
護
高
齢
者
の
介
護
が
家
族
機
能
に
及
ぼ
す
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
嫁
・
娘
99
名
（
平
均
56
.4
9
歳
），
施
設
入
所
し
て
い
る
高
齢
者
の
嫁
・
娘
38
名
（
平
均
55
.3
0
歳
）
F
ee
th
m
an
家
族
機
能
調
査
日
本
語
版
I
を
用
い
て
実
施
し
た
家
族
機
能
を
評
価
す
る
d
得
点
を
分
析
し
た
結
果
，
仕
事
を
休
む
こ
と
，
自
分
の
体
の
不
調
，
自
分
の
時
間
が
も
て
な
い
こ
と
，
に
対
し
て
の
看
護
介
入
の
優
先
度
が
高
く
，
支
援
手
段
を
講
じ
る
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
．
特
に
，
在
宅
で
要
介
護
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
嫁
・
娘
は
，
自
分
の
時
間
が
も
て
な
い
こ
と
に
お
け
る
家
族
機
能
が
有
意
に
低
下
し
て
お
り
，
よ
り
具
体
的
な
支
援
手
段
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
．
20
05
就
労
者
の
家
族
介
護
役
割
　
病
院
勤
務
者
の
家
族
介
護
参
加
実
態
調
査
の
分
析
か
ら
美
ノ
谷
	新
子
松
本
	裕
子
福
嶋
	龍
子
宮
本
	郁
子
就
労
者
の
家
族
介
護
参
加
状
況
の
病
院
勤
務
者
へ
の
実
態
調
査
都
市
部
大
学
病
院
の
3
病
院
の
医
師
以
外
の
全
職
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
，
16
74
名
（
う
ち
，
女
性
14
22
名
．
平
均
年
齢
31
.9
歳
）
よ
り
有
効
回
答
（
74
.2
%
）
を
得
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
〈
分
析
〉
統
計
ソ
フ
ト
E
xc
el
お
よ
び
SP
SS
11
.5
を
用
い
X
²
検
定
介
護
経
験
者
の
占
め
る
割
合
は
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
高
率
だ
っ
た
．
ま
た
，
女
性
は
男
性
よ
り
重
い
介
護
役
割
を
担
っ
て
い
た
．
20
代
の
介
護
経
験
率
は
7.
4%
で
あ
る
が
，
年
代
が
進
む
に
つ
れ
増
加
し
50
台
で
37
.8
%
で
あ
る
．
壮
年
期
の
介
護
は
親
の
介
護
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
．
50
代
で
は
軽
い
介
護
役
割
で
な
い
と
仕
事
を
継
続
で
き
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
．
20
代
30
代
は
祖
父
母
な
ど
へ
の
介
護
協
力
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た
．
こ
の
年
代
へ
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
が
必
要
で
あ
る
．
介
護
経
験
者
は
予
想
が
つ
く
こ
と
で
対
応
で
き
て
い
る
．
代
替
介
護
者
の
不
在
20
10
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
す
る
未
婚
介
護
者
の
労
働
お
よ
び
生
活
実
態
と
介
護
問
題
　
A
県
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
久
保
川
真
由
美
浦
橋
	久
美
子
山
岸
	千
恵
小
玉
	敏
江
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
す
る
未
婚
介
護
者
の
労
働
お
よ
び
生
活
実
態
と
介
護
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
い
る
12
2
事
業
所
を
利
用
す
る
未
婚
介
護
者
48
5
名
を
分
析
し
た
郵
送
に
よ
る
自
記
式
ア
ン
ケ
ー
ト
量
的
分
析
（
統
計
ソ
フ
ト
sp
ss
15
.0
を
使
用
し
，
単
純
主
計
，
ク
ロ
ス
集
計
，
X
²
検
定
）
質
的
分
析
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
記
述
）
働
き
盛
り
の
男
性
は
，
高
齢
で
中
〜
最
重
度
の
要
介
護
者
を
，
社
会
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
長
期
間
ひ
と
り
で
介
護
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
．
介
護
者
の
労
働
形
態
で
，
要
介
護
者
と
の
関
係
・
協
力
者
の
有
無
・
経
済
状
態
を
比
較
す
る
と
，
関
係
お
よ
び
経
済
状
態
良
好
が
正
規
労
働
群
に
有
意
に
高
か
っ
た
．
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
考
え
る
介
護
継
続
の
理
由
は
，【
家
族
・
近
隣
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
】【
介
護
者
不
在
で
も
な
ん
と
か
過
ご
せ
る
要
介
護
者
の
状
態
】【
主
介
護
者
の
労
働
形
態
と
生
計
】
な
ど
7
カ
テ
ゴ
リ
ー
，
介
護
上
の
問
題
で
は
，【
要
介
護
者
の
み
で
過
ご
す
危
険
】【
無
関
心
・
介
護
放
棄
】
【
介
護
負
担
と
健
康
不
安
】
な
ど
7
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
っ
た
．
労
働
形
態
で
，
継
続
理
由
・
問
題
を
比
較
す
る
と
，『
正
規
労
働
群
』
は
要
介
護
高
齢
者
の
状
態
変
化
で
〈
介
護
と
労
働
の
均
衡
の
崩
れ
〉
が
，『
そ
の
他
群
』
で
は
〈
密
着
性
の
強
さ
に
よ
る
親
密
さ
，
あ
る
い
は
共
依
存
〉
が
示
さ
れ
た
．
未
婚
介
護
者
の
支
援
は
，
労
働
を
視
野
に
い
れ
た
支
援
，
介
護
の
孤
立
化
や
要
介
護
者
と
の
密
着
性
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
．
20
12
疾
患
を
も
つ
昼
間
独
居
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
1）
　
就
労
介
護
者
の
思
い
と
在
宅
生
活
に
影
響
を
与
え
る
も
の
松
本
	明
美
赤
石
	三
佐
代
橋
本
	知
子
介
護
者
の
思
い
及
び
疾
患
を
も
つ
昼
間
独
居
高
齢
者
の
在
宅
生
活
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
在
宅
療
養
者
の
家
族
介
護
者
の
支
援
の
方
法
，
昼
間
独
居
高
齢
者
の
工
夫
な
ど
を
検
討
す
る
基
礎
的
探
究
的
研
究
と
す
る
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事
を
し
な
が
ら
疾
患
を
持
つ
昼
間
独
居
高
齢
者
の
介
護
を
経
験
し
て
い
る
同
居
の
主
介
護
者
3
例
個
別
事
例
に
対
す
る
質
的
帰
納
的
研
究
介
護
者
の
思
い
及
び
疾
患
を
も
つ
昼
間
独
居
高
齢
者
の
在
宅
生
活
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
，「
母
へ
の
労
り
」，
「
病
気
に
対
す
る
不
安
」，
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
不
満
と
サ
ポ
ー
ト
不
足
」，
「
仕
事
と
の
両
立
の
ジ
レ
ン
マ
」，
「
介
護
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
」
の
5
つ
に
カ
テ
ゴ
ー
化
さ
れ
た
．
就
労
す
る
介
護
者
は
，
要
介
護
者
へ
の
労
り
や
使
命
感
か
ら
，
他
に
は
頼
れ
ず
限
界
ま
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
，
そ
し
て
，
介
護
に
対
す
る
思
い
に
ジ
レ
ン
マ
が
生
じ
，
心
理
的
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
の
虐
待
が
潜
在
化
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ
た
．
ま
た
，
昼
間
独
居
生
活
を
妨
げ
る
要
因
は
，
疾
患
を
も
つ
こ
と
，
そ
れ
と
同
時
に
介
護
者
就
労
，
同
居
の
た
め
に
利
用
が
難
し
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
盲
点
（
同
居
し
て
い
る
と
使
え
な
い
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
），
就
労
介
護
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
不
足
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
，
今
後
の
在
宅
介
護
の
研
究
課
題
が
示
唆
さ
れ
た
．
20
13
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
を
介
護
し
て
い
る
石
川
県
下
の
男
性
介
護
者
の
実
態
と
介
護
に
対
す
る
意
識
　
自
記
式
質
問
紙
調
査
か
ら
鈴
木
	祐
恵
彦
	聖
美
金
川
	克
子
石
垣
	和
子
大
木
	秀
一
本
研
究
の
目
的
は
，
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
を
介
護
し
て
い
る
男
性
介
護
者
の
実
態
と
介
護
に
対
す
る
意
識
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
石
川
県
内
の
57
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
を
介
護
し
て
い
る
男
性
．
そ
の
結
果
，
25
施
設
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
，
60
人
の
男
性
か
ら
回
答
を
得
た
郵
送
法
自
記
式
質
問
紙
調
査
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
を
介
護
し
て
い
る
男
性
の
割
合
は
，
14
.7
%
で
あ
っ
た
．
要
介
護
者
の
介
護
度
は
，
要
介
護
4，
要
介
護
5
を
合
わ
せ
る
と
58
．
6%
で
あ
り
，
男
性
介
護
者
は
介
護
度
の
高
い
要
介
護
者
を
在
宅
で
5
年
以
上
ケ
ア
を
継
続
し
て
い
た
．
75
%
の
男
性
介
護
者
は
，
通
院
治
療
を
受
け
，
健
康
に
対
す
る
不
安
を
抱
え
て
い
た
．
三
世
代
同
居
率
は
15
%
で
あ
り
，
夫
介
護
者
に
よ
る
老
老
介
護
，
息
子
介
護
者
の
介
護
の
た
め
の
中
途
退
職
が
明
ら
か
に
な
っ
た
．
介
護
に
対
し
何
ら
か
の
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
と
答
え
た
人
は
12
%
で
あ
っ
た
．
男
性
介
護
者
の
介
護
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
は
，
早
期
か
ら
関
わ
り
を
持
ち
，
家
事
支
援
，
知
識
・
技
術
支
援
，
情
報
サ
ー
ビ
ス
，
相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
在
宅
支
援
が
必
要
で
あ
る
．
男
性
介
護
者
の
Q
O
L
の
向
上
に
向
け
た
地
域
に
お
け
る
き
め
細
か
い
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
．
仕
事
と
家
族
介
護
を
両
立
す
る
た
め
の
支
援
の
方
法
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
20
08
家
族
介
護
者
の
介
護
負
担
感
と
各
種
生
活
行
動
に
対
す
る
主
観
的
評
価
の
関
連
	：
	就
労
し
て
い
る
家
族
介
護
者
へ
の
支
援
制
度
の
検
討
濱
島
	淑
恵
宮
川
	雅
充
就
労
し
て
い
る
家
族
介
護
者
に
つ
い
て
，
介
護
負
担
感
と
各
種
負
担
感
の
関
連
要
因
を
検
討
す
る
.就
労
し
て
い
る
家
族
介
護
者
が
そ
の
多
様
な
生
活
行
動
を
無
理
な
く
調
整
し
う
る
支
援
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
岡
山
県
の
在
宅
も
し
く
は
施
設
入
所
中
の
高
齢
者
の
介
護
・
世
話
を
主
に
も
し
く
は
補
助
的
に
担
っ
て
い
る
家
族
18
00
件
送
付
し
64
3
件
回
収
そ
の
内
本
研
究
に
関
連
す
る
全
質
問
に
回
答
し
て
い
る
19
4
件
介
護
負
担
感
及
び
生
活
行
動
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
生
活
行
動
の
調
整
を
行
え
て
い
な
い
」
状
態
が
介
護
負
担
感
を
高
め
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
．
就
労
し
て
い
る
家
族
介
護
者
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
，
①
家
族
援
助
の
充
実
②
介
護
休
業
以
外
の
職
場
に
お
け
る
介
護
支
援
制
度
の
充
実
③
仕
事
時
間
に
合
わ
せ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
必
要
性
が
あ
る
20
13
介
護
離
職
を
減
ら
す
た
め
相
談
体
制
の
充
実
を
的
場
	康
子
介
護
特
有
の
仕
事
と
の
両
立
の
難
し
さ
を
指
摘
し
今
後
企
業
が
ど
の
よ
う
に
両
立
の
た
目
に
支
援
を
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
厚
生
労
働
省
が
介
護
に
直
面
し
て
い
る
従
業
員
や
企
業
に
対
し
て
実
施
し
た
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
厚
生
労
働
省
が
介
護
に
直
面
し
て
い
る
従
業
員
や
企
業
に
対
し
て
実
施
し
た
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
分
析
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
た
年
齢
は
，
男
女
と
も
お
お
む
ね
40
歳
代
が
多
く
，
理
由
は
両
立
す
る
こ
と
が
難
し
い
職
場
で
あ
っ
た
．
他
方
，
離
職
時
の
就
業
継
続
意
向
で
は
継
続
希
望
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
．
ま
た
，
介
護
を
し
て
い
る
こ
と
を
職
場
に
表
明
し
に
く
さ
に
つ
い
て
は
介
護
を
担
っ
て
い
る
正
社
員
就
労
者
で
は
2
割
，
離
職
者
で
は
4
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
表
明
せ
ず
に
両
立
す
こ
と
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
．
表
明
し
な
け
れ
ば
，
制
度
利
用
も
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
．
職
場
内
で
の
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
．
従
業
員
の
生
活
実
態
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
ま
で
行
っ
て
い
る
企
業
は
1
割
と
少
な
い
が
，
従
業
員
の
生
活
実
態
の
把
握
や
相
談
体
制
の
構
築
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
．
今
後
は
，
職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
し
，
従
業
員
の
実
態
把
握
，
相
談
体
制
の
充
実
，
制
度
の
周
知
等
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
．
武蔵野大学看護学研究所紀要第 9 号
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内
容
カ
テ
ゴ
リ
ー
主
題
年
代
題
名
著
者
研
究
目
的
研
究
対
象
者
方
法
結
果
・
考
察
仕
事
と
家
族
介
護
に
関
連
し
た
実
態
調
査
報
告
仕
事
と
家
族
介
護
を
両
立
す
る
た
め
の
支
援
の
方
法
家
族
の
協
力
20
12
こ
れ
か
ら
の
家
族
介
護
を
考
え
る
	：
	働
き
な
が
ら
介
護
を
担
う
家
族
介
護
者
に
対
す
る
支
援
の
必
要
性
的
場
	康
子
男
性
介
護
者
も
想
定
し
た
家
族
介
護
支
援
の
在
り
方
を
考
え
る
20
-6
9
歳
ま
で
の
正
社
員
働
い
て
い
る
人
の
う
ち
，
現
在
あ
る
い
は
過
去
に
自
分
も
し
く
は
配
偶
者
の
親
の
介
護
を
し
て
い
る
（
し
た
こ
と
が
あ
る
）
人
95
3
人
を
抽
出
こ
の
内
，
配
偶
者
の
い
る
60
1
人
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
自
分
が
主
な
担
い
手
と
し
て
，
自
分
の
親
を
介
護
し
て
い
る
女
性
は
43
.5
%
で
あ
る
が
男
性
は
20
.6
%
で
あ
っ
た
．
実
際
に
は
女
性
の
方
が
担
い
手
の
割
合
は
高
い
が
男
性
で
も
自
分
の
親
の
介
護
は
自
分
の
役
割
と
認
識
し
て
い
る
も
の
が
46
.4
%
で
あ
っ
た
．
他
方
，
女
性
は
家
族
で
協
力
し
て
担
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
人
が
半
数
以
上
い
た
．
今
後
，
単
身
世
帯
の
増
加
な
ど
家
族
形
態
の
変
化
や
女
性
の
就
業
率
上
昇
に
よ
り
，
女
性
の
み
に
介
護
を
頼
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
．
し
た
が
っ
て
，
就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
家
族
が
協
力
し
て
介
護
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
．
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
．
専
門
職
の
精
神
的
サ
ポ
ー
ト20
11
在
宅
で
の
男
性
介
護
者
の
実
態
と
支
援
方
法
の
検
討
小
松
	み
ど
り
寺
島
	陽
子
中
村
	妙
子
深
沢
	香
織
A
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
い
る
男
性
介
護
者
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
，
訪
問
看
護
師
と
し
て
男
性
介
護
者
へ
の
支
援
方
法
を
検
討
す
る
A
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
い
る
男
性
介
護
者
45
名
中
，
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
が
で
き
な
い
介
護
者
を
除
く
35
名
自
記
式
質
問
紙
調
査
介
護
に
関
す
る
取
り
組
み
方
は
，
ほ
と
ん
ど
の
男
性
介
護
者
は
，
自
宅
で
自
分
で
介
護
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
，
介
護
を
「
仕
事
」
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
こ
と
で
，
責
任
感
と
義
務
が
強
く
な
っ
て
い
る
．
介
護
上
の
ス
ト
レ
ス
で
は
6
割
が
ス
ト
レ
ス
で
あ
り
解
放
さ
れ
た
い
と
回
答
．
家
族
・
地
域
社
会
と
の
関
係
で
は
，
家
族
へ
の
相
談
は
半
数
が
可
能
で
地
域
社
会
に
関
し
て
は
疎
外
感
や
孤
独
感
は
少
な
目
．
自
分
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
る
．
訪
問
看
護
師
は
精
神
的
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
．
就
労
者
が
仕
事
と
家
族
介
護
の
両
立
可
能
な
要
因
複
数
の
要
因
の
複
合
的
影
響
20
04
高
齢
者
ケ
ア
が
就
業
継
続
に
与
え
る
影
響
　
第
1
回
全
国
家
族
調
査
（
N
F
R
98
）
2
次
分
析
山
口
	麻
衣
本
稿
の
目
的
は
，
介
護
保
険
制
度
導
入
以
前
の
就
業
介
護
者
の
実
態
を
把
握
し
，
老
親
へ
の
ケ
ア
の
介
護
者
の
就
業
継
続
に
対
す
る
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
19
80
年
以
降
に
老
親
を
介
護
し
た
就
業
者
32
2
人
（
全
介
護
者
の
66
.1
%
，
う
ち
女
性
51
.9
%
）
を
標
本
と
し
た
第
1
回
全
国
家
族
調
査（
N
FR
98
）の
デ
ー
タ
2
次
分
析
.「
仕
事
時
間
の
短
縮
」
と
「
休
・
退
職
」
を
従
属
変
数
と
す
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
介
護
保
険
導
入
前
の
実
態
は
（
1）
就
業
介
護
者
の
25
.2
%
が
仕
事
の
時
間
を
短
縮
し
，
13
.7
%
が
休
・
退
職
し
，
共
に
有
意
な
男
女
差
が
あ
っ
た
（
2）
高
学
歴
な
ほ
ど
仕
事
時
間
短
縮
の
可
能
性
が
低
く
，
自
営
業
で
A
D
L
援
助
数
が
多
い
ほ
ど
仕
事
時
間
を
短
縮
さ
せ
る
可
能
性
が
高
ま
る
（
3）
自
営
業
で
あ
る
ほ
ど
休
・
退
職
す
る
可
能
性
が
低
く
，
主
介
護
者
で
あ
る
ほ
ど
休
・
退
職
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
．
就
業
継
続
に
影
響
す
る
こ
と
は
，
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
ほ
か
，
A
D
L
援
助
数
，
主
介
護
者
，
学
歴
，
就
業
状
況
な
ど
が
複
合
的
に
影
響
し
て
い
た
．
20
11
中
年
期
就
労
介
護
者
の
介
護
と
仕
事
の
両
立
の
課
題
に
関
す
る
記
述
的
研
究
越
智
	若
菜
田
高
	悦
子
臺
	有
桂
河
原
	智
江
田
口
	理
恵
糸
井
	和
佳
中
年
期
の
家
族
介
護
者
に
お
け
る
仕
事
と
介
護
の
両
立
に
関
す
る
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
兼
）
に
所
属
す
る
熟
練
訪
問
看
護
師
5
名
（
女
性
.平
均
訪
問
看
護
経
験
年
数
9.
5
±
12
.7
年
）
半
構
成
的
面
接
介
護
と
仕
事
の
両
立
に
弱
み
と
な
る
8
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
テ
ー
マ
【
仕
事
と
介
護
と
家
事
に
よ
り
自
分
の
た
め
の
生
活
が
な
い
】【
仕
事
で
も
介
護
で
も
自
分
の
代
わ
り
に
な
る
人
が
い
な
い
】【
仕
事
，
介
護
，
家
族
に
お
け
る
多
重
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
】【
仕
事
と
介
護
の
両
立
に
家
族
や
親
戚
の
理
解
や
支
援
が
得
ら
れ
な
い
】【
仕
事
中
に
も
被
介
護
者
に
関
す
る
緊
張
や
不
安
が
あ
る
】【
仕
事
の
た
め
十
分
な
介
護
が
で
き
な
い
不
全
感
が
あ
る
】【
介
護
と
仕
事
で
自
分
の
健
康
管
理
が
後
回
し
に
な
る
】【
職
場
に
対
す
る
気
遣
い
や
負
い
目
が
あ
る
】．
ま
た
，
介
護
と
仕
事
の
両
立
に
強
み
と
な
る
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
テ
ー
マ
【
仕
事
を
す
る
こ
と
で
気
分
転
換
を
図
り
，
社
会
と
の
接
点
を
も
つ
】【
介
護
と
仕
事
の
両
立
に
よ
り
や
り
が
い
や
自
信
を
見
出
す
】【
介
護
の
経
験
や
被
介
護
者
か
ら
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
】【
家
族
が
介
護
を
き
っ
か
け
に
凝
集
性
を
強
く
す
る
】．
中
年
期
介
護
者
は
介
護
が
終
わ
っ
て
も
自
ら
の
人
生
を
歩
む
人
々
で
あ
り
，
自
ら
の
健
康
の
保
持
増
進
を
し
な
が
ら
家
族
や
地
域
社
会
か
ら
孤
立
せ
ず
に
そ
の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
支
援
す
べ
き
で
あ
る
．
介
護
者
の
時
間
の
や
り
く
り
の
自
由
裁
量
が
あ
る
こ
と
20
10
日
中
独
居
と
な
る
療
養
者
を
抱
え
な
が
ら
就
業
し
て
い
る
主
介
護
者
の
時
間
の
や
り
く
り
山
田
	智
美
牧
原
	和
子
介
護
と
就
業
を
両
立
さ
せ
て
い
る
主
介
護
者
が
ど
の
よ
う
な
時
間
の
や
り
く
り
を
し
て
い
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
就
業
の
た
め
日
中
療
養
者
を
独
り
に
す
る
主
介
護
者
.た
だ
し
常
勤
非
常
勤
は
問
わ
な
い
男
性
2
名
女
性
8
名
質
的
記
述
的
研
究
時
間
の
や
り
く
り
の
10
カ
テ
ゴ
リ
ー
1）
療
養
者
の
動
き
が
変
わ
っ
て
時
間
の
調
整
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
．
2）
排
泄
方
法
が
変
わ
っ
て
時
間
の
調
整
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
．
3）
努
め
て
自
分
の
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
．
4）
朝
の
支
度
の
時
間
を
短
縮
さ
せ
て
い
る
．
5）
家
事
の
時
間
を
短
縮
さ
せ
る
対
策
を
し
て
い
る
．
6）
仕
事
の
内
容
や
時
間
を
変
え
て
調
整
し
て
い
る
．
7）
生
活
の
リ
ズ
ム
を
作
り
保
ち
続
け
て
い
る
．
8）
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
時
間
を
作
る
．
9）
自
分
の
た
め
の
時
間
を
努
め
て
作
る
よ
う
に
す
る
．
10
）
介
護
の
た
め
の
時
間
を
自
由
に
使
え
な
い
気
持
ち
が
あ
る
．
時
間
の
や
り
く
り
で
仕
事
と
介
護
を
継
続
さ
せ
て
お
り
，
療
養
者
の
A
D
L
は
時
間
の
や
り
く
り
に
影
響
し
，
主
介
護
者
の
健
康
状
態
も
介
護
継
続
に
影
響
し
て
い
た
．
時
間
の
使
い
方
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
．
20
11
就
労
し
て
い
る
女
性
主
介
護
者
の
介
護
と
仕
事
の
両
立
に
対
す
る
満
足
度
と
そ
の
関
連
要
因
長
沼
	理
恵
表
	志
津
子
牧
野
	友
美
岩
佐
	香
織
金
澤
	晶
子
中
山
	真
樹
畑
佐
	恵
子
増
田
	史
佳
宮
尾
	祐
子
寺
地
	若
菜
畑
下
	杏
奈
就
労
し
て
い
る
女
性
主
介
護
者
74
名
の
介
護
と
仕
事
に
両
立
に
関
す
る
認
識
に
着
目
し
，
そ
の
認
識
に
関
連
す
る
要
因
就
労
し
て
い
る
女
性
主
介
護
者
74
名
構
造
的
面
接
（
1）
介
護
と
仕
事
の
両
立
に
満
足
し
て
い
る
者
は
74
.3
%
で
，
全
体
の
四
分
の
三
を
占
め
た
．（
2）
両
立
満
足
度
の
高
さ
と
関
連
が
認
め
ら
れ
た
要
因
は
，
要
介
護
者
と
の
続
柄
が
嫁
で
あ
る
こ
と
，
主
介
護
者
の
睡
眠
時
間
が
長
い
こ
と
で
あ
り
，
主
介
護
者
の
仕
事
時
間
を
減
ら
し
た
い
希
望
が
な
い
こ
と
，
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
も
満
足
度
を
高
め
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
．（
3）
満
足
度
と
最
も
関
連
性
が
高
か
っ
た
の
は
睡
眠
時
間
で
あ
り
，
仕
事
と
両
立
し
て
い
る
介
護
者
に
お
い
て
は
，
介
護
専
門
職
は
特
に
意
識
的
に
介
護
者
の
睡
眠
時
間
に
つ
い
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
．
介
護
者
の
健
康
状
態
が
良
好
で
あ
る
こ
と
20
06
農
村
女
性
の
在
宅
介
護
と
農
業
の
両
立
芝
山
	江
美
子
介
護
と
農
業
を
継
続
す
る
農
村
女
性
介
護
者
に
注
目
し
，
農
村
女
性
は
介
護
と
農
業
を
ど
う
継
続
し
て
い
る
の
か
，
農
村
介
護
者
に
と
っ
て
介
護
と
農
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
介
護
し
な
が
ら
農
業
を
継
続
し
て
い
る
27
名
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
「
農
婦
と
し
て
の
義
務
」「
農
業
は
張
り
合
い
」「
親
の
介
護
は
当
た
り
前
」「
労
働
価
値
」「
性
別
役
割
規
範
」「
村
集
団
か
ら
の
規
制
」「
生
活
互
助
機
能
と
農
業
形
態
の
変
化
」「
介
護
と
農
業
の
組
み
込
み
戦
略
」「
家
族
の
機
能
」「
農
業
と
い
う
仕
事
の
形
態
」「
高
齢
者
の
状
態
」「
介
護
者
の
介
護
力
」「
生
活
の
工
夫
」「
や
り
抜
く
行
為
へ
の
価
値
づ
け
」
を
抽
出
．
介
護
と
農
業
の
規
範
化
に
関
連
す
る
村
の
要
因
に
考
慮
し
た
，
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
の
関
わ
り
が
必
要
で
，
介
護
継
続
に
関
す
る
農
業
の
役
割
を
考
慮
し
，
介
護
の
状
況
を
介
護
者
の
介
護
以
外
の
生
活
も
含
め
て
生
活
単
位
で
み
る
こ
と
，
や
り
抜
く
行
為
に
意
味
を
求
め
て
介
護
と
農
業
を
組
み
込
も
う
と
す
る
，
介
護
者
の
健
康
状
態
に
留
意
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
－42－ －43－
就労者における仕事と家族介護の両立の現状と今後の方向性に関する文献研究（渡部／荻野）
内
容
カ
テ
ゴ
リ
ー
主
題
年
代
題
名
著
者
研
究
目
的
研
究
対
象
者
方
法
結
果
・
考
察
仕
事
と
家
族
介
護
に
関
連
し
た
実
態
調
査
報
告
就
労
者
が
仕
事
と
家
族
介
護
の
両
立
可
能
な
要
因
実
態
に
即
し
た
仕
事
と
家
族
介
護
の
両
立
支
援
20
13
介
護
と
仕
事
の
両
立
を
め
ぐ
る
課
題
	：
	
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
た
予
備
的
考
察
斎
藤
	真
緒
津
止
	正
敏
小
木
曽
	由
佳
西
野
	勇
人
働
く
介
護
者
が
抱
え
る
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
し
，
両
立
の
実
現
を
可
能
/
不
可
能
に
す
る
要
因
の
特
定
か
を
試
み
る
京
都
市
青
年
会
議
所
の
京
都
市
企
業
名
簿
か
ら
層
化
無
作
為
抽
出
法
で
26
5
社
を
標
本
と
し
た
.郵
送
調
査
で
人
事
担
当
者
と
40
歳
以
上
の
従
業
員
，
ア
ン
ケ
ー
ト
企
業
35
件
，
社
員
ア
ン
ケ
ー
ト
25
4
件
，
イ
ン
タ
ビ
ュ
（ー
両
立
経
験
を
持
つ
介
護
者
）
14
名
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
介
護
し
な
が
ら
働
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
，
転
職
や
離
職
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
実
が
あ
る
.両
立
が
不
可
能
な
要
因
は
，
労
働
者
は
両
立
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
，
両
立
支
援
制
度
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
，
肉
体
的
・
精
神
的
に
疲
弊
し
て
い
る
，
職
場
だ
け
で
な
く
家
族
に
も
誰
に
も
相
談
し
て
い
な
い
た
め
孤
立
し
て
い
る
.企
業
は
，
仕
事
と
介
護
と
の
両
立
に
関
す
る
労
働
者
の
ニ
ー
ド
を
十
分
に
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
，
従
業
員
と
の
意
識
と
の
間
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
，
実
際
に
制
度
利
用
を
阻
害
す
る
「
職
場
の
雰
囲
気
」
が
あ
る
.ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
N
P
O
の
利
用
が
少
な
い
.両
立
を
可
能
に
す
る
要
因
は
，
介
護
ニ
ー
ズ
は
人
的
関
係
や
介
護
方
法
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
た
め
，
両
立
制
度
も
介
護
休
業
だ
け
で
は
な
く
，
多
様
な
選
択
肢
が
必
要
で
あ
り
，
柔
軟
な
運
用
が
必
要
で
あ
る
.企
業
は
，
労
働
者
の
ニ
ー
ド
の
把
握
と
と
も
に
情
報
提
供
を
行
い
，
企
業
風
土
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
で
改
革
す
る
，
地
域
社
会
的
な
課
題
と
し
て
介
護
を
通
じ
た
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
活
性
化
は
介
護
者
と
地
域
住
民
双
方
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
.
就
労
者
個
人
に
と
っ
て
の
仕
事
と
家
族
介
護
の
両
立
さ
せ
る
こ
と
の
意
味
介
護
の
張
り
合
い20
08
過
疎
農
村
地
域
に
お
け
る
農
村
女
性
の
介
護
意
識
と
そ
の
地
域
・
文
化
的
背
景
芝
山
	江
美
子
徐
々
に
深
刻
な
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
高
齢
化
問
題
と
そ
こ
を
支
え
る
介
護
者
の
農
業
と
介
護
を
続
け
ら
れ
る
思
い
7
名
の
寝
た
き
り
高
齢
者
の
介
護
者
と
保
健
師
が
が
把
握
し
て
い
る
介
護
者
6
名
，
介
護
経
験
者
14
名
（
介
護
し
な
が
ら
農
業
を
継
続
し
て
い
る
女
性
27
名
）
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
介
護
と
農
業
は
介
護
者
に
深
く
内
在
化
し
た
営
み
で
あ
り
，
介
護
と
農
業
の
両
立
は
「
村
の
規
範
」
で
あ
っ
た
.ま
た
，
農
業
は
介
護
者
の
「
張
り
合
い
」
と
な
り
，
介
護
意
欲
の
補
充
に
役
立
っ
て
い
た
.時
間
を
作
り
出
す
た
め
に
「
家
事
」「
介
護
」「
農
業
」
を
組
み
合
わ
た
組
み
込
み
戦
略
を
行
っ
て
い
た
.組
み
込
み
戦
略
を
展
開
す
る
上
で
は
「
介
護
者
の
介
護
力
」
が
重
要
な
前
提
条
件
で
あ
る
た
め
，
健
康
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
.
介
護
者
の
人
生
の
一
部
20
13
老
親
を
在
宅
で
介
護
す
る
ひ
と
り
介
護
者
の
介
護
と
労
働
の
意
味
　
9
人
の
介
護
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
か
ら
久
保
川
真
由
美
山
岸
	千
恵
浦
橋
	久
美
子
ひ
と
り
で
老
親
を
介
護
し
て
い
る
未
婚
の
介
護
者
の
支
援
の
示
唆
を
得
る
た
め
に
，
介
護
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
，
介
護
と
労
働
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
.
ひ
と
り
で
老
親
を
介
護
し
て
い
る
未
婚
の
介
護
者
9
名
半
構
造
的
面
接
ひ
と
り
で
老
親
を
介
護
す
る
介
護
者
は
，
介
護
を
「
毎
日
の
積
み
重
ね
」
と
捉
え
，
介
護
者
の
人
生
の
一
部
と
し
て
意
味
づ
け
，
要
介
護
者
の
こ
れ
か
ら
を
，
介
護
者
は
不
確
か
な
未
来
と
展
望
し
て
い
た
.し
か
し
，
介
護
者
に
と
っ
て
，
労
働
は
生
活
と
誇
り
，
生
き
る
こ
と
そ
の
も
の
で
あ
り
，
介
護
が
仕
事
に
影
響
す
る
こ
と
に
対
処
し
な
が
ら
働
い
て
い
た
.こ
れ
ら
よ
り
，
介
護
者
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
，
介
護
者
に
対
す
る
体
系
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
整
え
る
必
要
性
，
老
親
を
ひ
と
り
で
介
護
す
る
介
護
者
へ
の
所
得
保
障
，
労
働
へ
の
柔
軟
な
対
応
等
を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
.
20
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在
宅
療
養
者
を
介
護
す
る
家
族
介
護
者
に
お
け
る
介
護
認
識
プ
ロ
セ
ス
と
社
会
活
動
の
変
容
　
就
労
と
余
暇
活
動
に
注
目
し
て
大
宮
	朋
子
在
宅
療
養
者
を
抱
え
る
家
族
介
護
者
の
介
護
認
識
変
容
プ
ロ
セ
ス
と
変
容
の
契
機
を
描
き
出
す
こ
と
在
宅
療
養
者
の
家
族
介
護
者
7
名
半
構
成
的
面
接
グ
ラ
ン
デ
ッ
ト
セ
オ
リ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
介
護
認
識
変
容
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
質
的
帰
納
的
に
分
析
し
，
10
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
抽
出
さ
れ
た
.1
）
介
護
役
割
の
引
き
受
け
.2
）
介
護
の
戸
惑
い
と
混
乱
.3
）
役
割
拘
束
に
よ
る
心
身
の
し
ん
ど
さ
.4
）
自
分
ら
し
く
過
ご
す
時
間
の
縮
小
.5
）
介
護
の
ペ
ー
ス
を
掴
む
.6
）
心
理
的
拘
束
の
引
き
下
げ
.7
）
介
護
か
ら
離
れ
る
時
間
を
確
保
す
る
試
み
.8
）
社
会
活
動
へ
の
参
加
・
再
開
.9
）
介
護
と
自
分
の
生
活
と
の
バ
ラ
ン
ス
再
構
築
.1
0）
社
会
活
動
の
喪
失
や
縮
小
.
自
己
成
長
20
11
認
知
症
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
す
る
向
老
期
・
老
年
期
に
あ
る
男
性
介
護
者
の
よ
り
よ
く
生
き
る
力
と
そ
れ
を
育
む
要
因
中
村
	も
と
ゑ
永
井
	眞
由
美
松
原
	み
ゆ
き
認
知
症
高
齢
者
を
介
護
す
る
向
老
期
・
老
年
期
に
あ
る
男
性
介
護
者
の
よ
り
よ
く
生
き
る
力
と
そ
れ
を
育
む
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
，
認
知
症
高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
男
性
12
人
半
構
成
的
面
接
よ
り
よ
く
生
き
る
力
の
3
カ
テ
ゴ
リ
ー
「
主
体
者
に
な
る
力
」「
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
力
」「
学
習
・
自
己
成
長
す
る
力
」
.よ
り
よ
く
生
き
る
力
を
育
む
要
因
に
つ
い
て
は
，
内
的
要
因
「
愛
情
」「
責
任
感
」，
介
護
者
を
取
り
ま
く
外
的
要
因
と
し
て
「
精
神
的
支
援
」「
実
質
的
支
援
」「
社
会
へ
の
近
接
性
」「
出
会
い
と
つ
な
が
り
」「
経
済
的
な
基
盤
」
が
抽
出
さ
れ
た
.男
性
介
護
者
は
介
護
の
苦
悩
が
あ
り
な
が
ら
自
ら
の
人
生
・
生
活
を
主
体
的
に
選
択
し
，
新
た
な
知
識
の
習
得
や
介
護
経
験
を
通
じ
自
己
成
長
に
つ
な
げ
て
い
た
.ま
た
抽
出
さ
れ
た
要
因
か
ら
，
看
護
者
に
は
男
性
介
護
者
の
介
護
に
対
す
る
内
的
要
因
を
高
め
る
支
援
，
実
質
的
支
援
の
提
供
，
社
会
と
の
つ
な
が
り
や
経
済
的
基
盤
を
支
え
る
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
.
仕
事
と
家
族
介
護
の
両
立
に
関
連
し
た
支
援
取
組
報
告2
00
4
A
D
L
全
介
助
患
者
の
在
宅
生
活
へ
の
関
わ
り
　
主
介
護
者
の
妻
の
仕
事
と
の
両
立
を
目
指
し
て
北
西
	順
子
佐
分
	稲
子
中
田
	恵
子
狭
間
	登
美
枝
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
お
い
て
，
入
院
時
よ
り
退
院
に
向
け
て
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
し
，
在
宅
生
活
が
可
能
と
な
っ
た
事
例
（
54
歳
男
性
.脳
幹
梗
塞
に
よ
る
四
肢
麻
痺
，
構
音
障
害
，
嚥
下
障
害
）
を
報
告
し
た
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
お
い
て
，
入
院
時
よ
り
退
院
に
向
け
て
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
し
た
脳
幹
梗
塞
に
よ
る
四
肢
麻
痺
，
構
音
障
害
，
嚥
下
障
害
の
あ
る
54
歳
男
性
事
例
報
告
在
宅
生
活
を
決
意
し
た
後
も
，
最
大
の
問
題
点
で
あ
っ
た
車
椅
子
座
位
姿
勢
や
夜
間
の
訴
え
，
排
尿
方
法
に
関
し
て
は
，
家
族
，
と
く
に
主
介
護
者
で
あ
る
妻
に
状
況
を
伝
え
，
と
も
に
解
決
策
を
考
え
る
こ
と
で
，
患
者
や
家
族
に
適
し
た
方
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
.仕
事
を
も
つ
妻
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
，
ケ
ア
技
術
の
獲
得
を
少
し
ず
つ
進
め
た
こ
と
が
，
ス
ム
ー
ズ
な
在
宅
生
活
の
導
入
に
つ
な
が
っ
た
20
13
仕
事
を
辞
め
ず
に
介
護
に
取
り
組
む
家
族
へ
の
支
援
　
変
則
勤
務
に
対
応
し
チ
ー
ム
制
訪
問
看
護
で
支
え
た
一
事
例
杉
本
	麻
希
磯
崎
	友
美
横
田
	真
理
子
加
賀
田
	茂
子
岡
部
	明
子
仕
事
を
辞
め
ず
に
介
護
に
取
り
組
む
家
族
へ
の
支
援
の
在
り
方
チ
ー
ム
制
訪
問
看
護
で
支
え
た
，
在
宅
移
行
し
た
患
者
の
家
族
が
仕
事
を
辞
め
ず
介
護
に
取
り
組
む
た
め
の
支
援
の
89
歳
女
性
事
例
報
告
就
労
継
続
困
難
に
陥
る
こ
と
が
も
た
ら
す
影
響
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
い
中
，
医
療
依
存
度
が
高
い
が
，
経
済
的
理
由
か
ら
家
族
が
在
宅
療
養
を
希
望
し
た
ケ
ー
ス
に
対
し
，
変
則
勤
務
で
，
6
名
の
チ
ー
ム
制
訪
問
看
護
で
支
え
た
.介
護
者
が
就
労
継
続
す
る
意
義
は
，
介
護
を
終
え
た
あ
と
の
経
済
的
な
安
定
と
社
会
と
の
接
点
の
維
持
に
あ
る
.
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2 ．仕事と家族介護の両立への支援取組報告
　仕事と家族介護の両立支援取組報告に関する文献は 2 件
であった．就労者が仕事と家族介護を両立するために効果
的な支援の一つは，訪問看護ステーションの 24 時間の支
援（杉本，磯崎，横田，加賀田，岡部，2013）であり，も
う一つは就労している家族介護者への，要介護者の退院時
の退院指導（北西，佐分，中田，狭間，2004）であった．
また，杉本ら（2013）は，仕事と家族介護の両立を支援す
ることは，介護終了後の家族の経済的安定と社会との接点
が継続されたことを報告している．
Ⅴ　考　察
　文献検討の結果，家族介護を行っている就労者の仕事と
家族介護の両立に関することに焦点をあてた研究は 6 件の
みであった．また，これらの文献も男性の家族介護者を対
象にしたものや農村の女性に焦点を当てたものなど，その
対象はさまざまであった．少子高齢化の中，介護社会の到
来を前にして，仕事と介護を両立させることについて十分
に検討されているとはいいがたい．
　文献検討の結果を 1．仕事と家族介護の両立の現状，2．
仕事と介護の両立支援の今後の課題の 2 点について考察す
る．
　
1 ．仕事と家族介護の両立の現状
　文献検討の結果，家族介護が就労者の仕事に大きく影響
しており，仕事と家族介護を両立することが難しいことが
明らかになった．特に，家族介護によって時間をとられる
ことが，自分の時間の確保が困難になり，家族介護と仕事
のバランスをとることも難しくなることで，仕事と家族介
護の両立を妨げていた．このことは，仕事と家族介護の両
立を可能にさせる要因として，介護者に時間のやりくりの
自由裁量があることが挙げられていたことからも，推測す
ることができる．
　また，世帯構成の変化に伴い単身の介護者も増えている
ことから，代替介護者の不在も仕事と家族介護の両立を妨
げていた．要介護者の状態が変化することによって介護と
労働の均衡が崩れ，退職へと繫がることになっていた．就
労者が仕事を続けながら家族介護を両立させていくために
は社会的支援が必要であり，現在，企業はそれに取り組ん
でいるものの，介護休業を含めた企業の両立支援制度の運
用が有効ではないことが指摘されていた．
　また，仕事と家族介護の両立を可能にする要因として，
就業状況のみならず，性別や学歴などの就労者個人の要
因，要介護者の介護度や主介護者であるかどうかなどの要
介護者との関係，社会との接点ややりがいなどさまざまな
要因が複合的に影響していることが明らかになった．併せ
て，家族介護者の健康状態が良好であることも関連してい
た．そして，これらの実態に即した支援が必要であると述
べられていた．
　一方で，仕事と家族介護を両立する支援の方法として
は，就労を考慮した介護サービスや制度の改善，職場環境
の改善といった社会的な仕組みづくりが述べられているだ
けに留まり，両立が困難な実態に即してはいなかった．仕
事と家族介護を両立するためには，複数の要因が複合的に
影響しあう実態に即した支援が必要である．
　しかし，社会的支援に加え両立の実態に即した支援が整
えられたとしても，家族介護と仕事を両立することは個人
にとって負担であることは変わりがない．負担でありなが
らも，仕事と家族介護を両立していくためには，仕事と家
族介護を両立させることの個人にとっての意味を追求する
ことが，両立支援のあり方に示唆を与えるものと思われる．
　
2 ．仕事と介護の両立支援の今後の方向性
　まず，実態に即した社会的支援の確立が必要である．的
場（2013）が指摘していたように，企業では相談しやすい
職場の環境づくりを行い，家族介護を行っている労働者の
ニードの把握や情報提供と伴に，両立支援制度の運用促進
を図る必要である．また，企業のみならず，両立支援には
家族の協力の必要性が述べられていた．しかし，世代構成
の変化から単身者の介護が増えている状況を考慮すれば，
家族のみに介護を期待することには限界がある．取組報
告にあるような 24 時間の訪問看護の充実など，就労を前
提とし個々の家族の介護の実態に即した介護サービスの充
実が必要である．そのためには，現在の，介護を社会全体
で支えるための地域包括支援を，サービスを提供する側と
介護する家族のみで行うのではなく，介護者が勤務する企
業，家族が所属している地域に住む成員まで含めて，有機
的に連携していけるような地域づくりが必要だと考える．
　しかし，先に指摘したように，仕事と家族介護の両立の
実態に即した支援が整えられたとしても，家族介護と仕事
を両立することは個人にとって負担であることは変わりが
ない．両立していくためには，就労者自身が負担である仕
事と家族介護の両立を主体的に選択することが必要であ
る．そのためには，就労者自身が自分の人生にとって仕事
と家族介護を両立することにはどのような意味があるのか
を見出し，その体験を自己成長につなげていくことができ
るような，ヘルスプロモーションの視点に立脚した支援が
必要であると考える．
－44－ －45－
就労者における仕事と家族介護の両立の現状と今後の方向性に関する文献研究（渡部／荻野）
まとめ
　本研究において，過去 10 年間の仕事と家族介護の両立
に関する文献検討を行った結果，仕事と家族介護の両立に
関連した実態調査報告と，仕事と家族介護の両立への支援
取組報告の 2 つに分類することができた．また仕事と家族
介護の両立に関連した実態調査報告を検討した結果，〈仕
事と家族介護の両立が困難である要因〉〈仕事と家族介護
を両立するための支援の方法〉〈就労者の仕事と家族介護
の両立可能な要因〉〈就労者個人にとっての仕事と家族介
護の両立させることの意味〉の 4 つに分類された．
　これらの文献を検討した結果，仕事と家族介護の両立支
援についての今後の方向性として，一つには，就労を前提
とし個々の家族の介護の実態に即した介護サービスの充実
があげられ，そのためには介護する家族，サービスを提供
する側，介護者が勤務する企業そして家族が所属している
地域に住む成員まで含めて，有機的に連携していけるよう
な地域づくりが必要であると考える．もうひとつには，就
労者自身が仕事と家族介護を両立することが自分自身に
とってどのような意味を持っているのかを見出し，自己成
長できるようにヘルスプロモーションの視点に立脚した支
援をしていくことが必要である．しかしながら，仕事と家
族介護の両立に関する研究は未だ少なく，今後さらにこの
領域の知見を深める必要がある．
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